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【緒言】近年、有機・無機複合材料を用いたペロブスカイト太陽電池が注目されている。このペロブ

スカイト太陽電池はホールと電子を輸送できるAmbipolar 特性を持ち、高効率電荷分離とキャリア輸送

性を実現しているが、有毒な鉛を有しているため実用化には代替材料の開発が必要となっている。一

方、本研究室では有機ELで電子輸送材料として用いられるHATNA 

(Hexaazatrinaphthylene)誘導体と、正孔輸送材料としてCuX (X=I,Br,S

CN)を反応させることで正孔と電子両方の輸送能を有する新奇のAm

bipolar半導体材料の合成を行い、その光学特性やキャリア輸送特性を

明らかにし、更にそれらを用いた有機薄膜太陽電池の開発を行って

きた。今回は、HATNAとCuX (X=I, SCN)を用いてd-π複合体を合成

し、その特性評価及びこれを用いた太陽電池の素子性能を評価した。 

【実験】HATNAのCHCl3溶液とCuIおよびCuSCNのCH3CN溶液をそれ

ぞれ混合し、[CumIm(HATNA)]および[CumSCNm(HATNA)]の溶液を合

成した。この時、m=1,3,6のモル比で反応させた。この溶液をスプレー

法で成膜し、UV-Vis-NIRを測定した。また、合成した溶液を濃縮し、

析出してきた沈殿の光電子分光スペクトル(AC-2)を測定した。 

【結果】それぞれの測定結果をFig.1および2に示す。また、これらか

ら算出したエネルギー準位をTable.1に示す。今回合成しd-π複合体は

幅広い吸収を示した。また、 得られたエネルギー準位も太陽電池材

料として用いることができることがわかった。当日は太陽電池などそ

の他の結果と合わせて報告する。 

 

[CumIm(HATNA)] [CumSCNm(HATNA)] 
 

m=1 m=3 m=6 m=1 m=3 m=6 

LUMO (eV) -4.09 -4.05 -4.23 -4.54 -4.49 -4.54 

HOMO (eV) -4.99 -4.99 -5.15 -5.67 -5.64 -5.66 
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Fig1. UV-Vis-NIR spectra 
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Fig2. Photoelectron Yield Spectroscopy 

 Table.1 Energy Level of [CumIm(HATNA)] and [CumSCNm(HATNA)] 
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